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B ㈲　動作時の衣服の形態の美しさに影響 包与える㈲ の振動について、片持梁状 の布に

つい てこれまでに検討してきたが、本報では布 乞＼J字形に曲げ両端把持の状 態で振動させ

乙 振幅減衰量および一定。振幅に至る時間などCO振動特注 乞測定レ 布ｏ曲げ聾形特在

との閣係 について鍬討寸 る。

方法　試料は、布 の振動特性が動的な衣服形態に最 も関係 するY.考えられる婦人洋装用

薄手布 乞いj あげ、専門家によっ７しなやかさ・ 手触 り判断卜 ヽ1 0 段階に分類う れ総1

2 0 種ｏ申 から各種ｏ繊維素材 乞含 むS  3 種 刎曼んだ。試験片にＬ 幅1 cm, 長さ3  an.で、

KES －LABO MODEL ＼趾 用いズ減衰振動き測定レ 振幅減衰量融 振幅がO､4  mmになろ

までの時筒 七友求め把。曲げ庚 形特性 の計測はKES －FB2 を凩いた。

結果、 本実験試料の範囲には. 8  sec位で止まってしまうものからy.min以上振動し続ける

ものまであ 乱 減衰拳動 には曲げヒ入子リシ入HB が関与レ 減衰曲後は、大部 介の試料は

詣数m 数的に減衰するが、HB が6 χ１ Q-4g'cr‰以 下。ものは直線的に減衰一寸ること示わ力、

つ把。戴維素材別にみるし 曲 げ剛性B 州B 共に大打 綿ヽ紙物でにハgd は最も大 万し 振

動はほぼ30  secよ大内に止i  乱 がりエステルの織布ｎ編布 打し較寸るt, 編布 のB はふさ

い力帽d は大きい。絹はB ヤHB が大きいもので吋6 はさほど大きくなく、綿 に比べる乙振動

は止まりにくい。2順也との関係は. ガリX. ステル編㈲では2HB/gが大きいが、同程度の値 乞

もっ綿 計t べう乙別は小さい。こ・ ようにﾆ豪衰特注には,   B i 関係する加川B 小最も関与

レ 素材によっ て戈の特徴ヤ証 められ、しなヤカ≪ 、昆崖乙高い粗関坦認められ配
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